
 

「子育て支援を通して作る地域ネットワーク」 

 

 

 
 
 大阪市阿倍野区は、今、二つのコミュニティが共存する地域です。一つは、戦前からの長屋に代表

される、昔ながらのコミュニティ、もう一つは、新築の分譲マンションへ移り住む、若い世代が中心

のコミュニティです。 
第 12回 CLC大阪サロンでは、阿倍野区で９年前から有償ボランティアによる助け合い活動を行っ
ている、NPO法人エフ･エーの理事・長福洋子さんをお招きします。「エフ･エーの活動は、地域に住
む人全員が対象。有償ボランティア活動をすすめていたら、地域の抱えているさまざまなニーズや問

題点が見えてきた」と、長福さんは語ります。高齢化とともに、地域の持っている活力が低下してい

るといいます。住み続けたい街を築くためには、地域を支えるどんな試みが必要なのでしょうか。一

緒に考えてみませんか？ 
★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

日 時：平成 16 年 1 月 27 日（火） 18 時 30 分～20 時 30 分 

会 場：大阪 NPO プラザ 3階「E」会議室（※会議室が変更になっています） 

大阪市福島区吉野 4丁目 29-20（阪神野田駅より徒歩約 10 分） 

参加費：会員 1,200 円 一般 1,500 円（会員価格は 1会員様に対し 1名様のみ有効です） 

定 員：30 名（先着順・定員になり次第締め切ります） 

申 込：下記の連絡先までお願いいたします。（月・木・金）     担当：宇城（うじょう） 

Fax 06-6466-3740   e-mail clc-osaka@clc-japan.com 

主 催：NPO 法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）大阪 

 

 

 

   
申込者 

   

 
住 所 〒 

  

電話番号 （   ）    － Fax番号 （   ）   － 

勤務先（所属）  

交流会 
ｻﾛﾝ後約 2時間 

出席・欠席（会費約 3000円） 
ご入会頂いている

ものがあれば○印 

JUNTOS／宅老所ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ全国ネットワーク 

特養・老健・医療施設ユニットケア研究会／CLC 

★全国コミュニティライフサポートセンター（略称 CLC）は、“誰もが地域で普通に”暮らせる地域社会を目指して 1999年に発足し

た NPOです。2001年 2月に法人化した後も、子ども、障害者、高齢者分野を問わず新たな挑戦をしている全国の取り組みを紹介し

ながら各地でネットワークづくりを進めてきています。大阪事務所は 5つ目の拠点となります。 

☆ ゲストスピーカー ☆ 
特定非営利活動法人エフ･エー 理事・コーディネーター 

長福 洋子 さん 



CLC大阪サロンは『地域との共生を考える』がテーマです 

 
 

 

 

 

☆第 1１回 CLC大阪サロンミニリポート☆ ※サロンの様子は CLC刊行隔月誌「JUNTOS」でもご紹介しています 
第 11回 CLCサロンは「このまちで暮らしつづけたい～地域で生きていくとは？」と題し、西宮市社会福祉
協議会「青葉園」担当課長補佐兼「のまネット西宮」センター長の清水明彦さんにお話を伺いました。 
重度障害者の地域活動拠点である青葉園は、「自分が生まれ育った町で暮らし続けたい」という本人の願いを

かなえる活動の中で生み出されました。「その人の価値を生かすことに町が投資することは、本来的な意味での

豊かさのグレードを作り出すのではないか」「本人の将来計画と、本人の希望と、支援者の希望は一致している

か」清水さんからさまざまな問題提起がなされました。 
自分の人生という物語、あなたの人生という物語、それに寄り添う形の支援や制度は充分になされているか、

今一度立ち止まって考えてみることが大切なのかもしれません。（E） 
☆第 13回 CLCサロン”in神戸”予告☆ 

3月 7日（日）に、北海道からあの「べてるの家」がやってきます！ 詳細は楽しみにお待ちくださいませ。 
 

☆★講師プロフィール☆★ 
長福 洋子（Yoko Nagafuku） 

大阪市生まれ。阿倍野区で育つ。大学卒業後、阿倍野高校の非常勤講師をつとめると同時に、

東大阪市家庭児童相談所の非常勤講師として障害児のプレイセラピーを担当。その後、済生会

中津病院で医療ケースワーカーとして勤務。結婚後、夫の転勤のため 8 年間愛媛県松山市に在

住。その間、松山市立教育相談所で就学前相談の相談員をボランティアとして勤める。夫の転

勤で再び大阪・阿倍野に戻り、1995 年 5 月、「ふれあいあべの（現エフ･エー）」を設立発起人

の一人として立ち上げる。設立後は運営委員、初代会長として活動。1999 年より NPO 法人エフ･

エーの理事兼コーディネーターに就任。2003 年 4 月、社会福祉士資格取得。 

エフ･エーでは、高齢、障害、子育て中など、地域で「ちょっと困ったな」と思った方のため

の有償たすけあい活動のほかに、介護保険によるヘルパー派遣、よろず生活相談、社会教育事

業、町づくりや地域に関する調査研究事業、地域の市民活動団体の立ち上げ支援や運営相談を

行っています。 

★☆今月のこんなところで書籍案内★☆ 
「富山からはじまった共生ケア お年寄りも子どもも障害者もいっしょ」 

富山県民間デイサービス連絡協議会編／A５判／160 ページ／1600 円＋税

 全国に広がる「富山型」の魅力とはなにか？老若男女、だれもが寄り合う大家族のような家の、居心地のよさ

のヒミツは？先駆者の「このゆびとーまれ」をはじめとする富山県内の７つの実践から、原点とポイントを探る。お

年寄りと子どもの良い関係、健常児と障害児の関わり合い、危機管理やターミナルケアについても紹介。 

 

「ＪＵＮＴＯＳ 13 号  特集 町全体で子育てしよう」  

 CLC 編集・発行／B５判／64ページ／600円 
少子高齢化なんて言葉がすっかり定着した日本。未来の担い手たちは、どんな暮らしをしているのか

なと疑問に感じた JUNTOS編集部が体当たり取材！親子まるごとサポートしている取り組みを紹介し
ています。（JUNTOSは年間購読会員も受付中です！CLCサロンのご優待対象になります！）  


